
け
米
価
の

高
騰
は
庶
民
に

大
き
な
打
撃
を
あ
た
え
た

の

で

あ
る
。

試
み
に
一

九
一

八
（
大

正
七
）
年
に
お
け
る

職
工

の

生
活
費
の
一

部
を
み
て

お
く
と
、

表
四
－

三

〇
の

と
お
り
で

あ

る
。

た

だ

し
、

酒
・

煙
草
・

娯
楽
費

の

選
択
的
消
費
を
除
い

た

基
礎
的
消
費
を
カ
バ

ー
し

て
い

る
に
過
ぎ
な
い

が
、

そ
れ
で

も
家
族
四
－
五
人

だ
と
す
る
と
、

一

日
の

生

計
費
は
一

円
二

〇
〜
三

〇
銭
に
達
し
て

い

た
。

そ
れ
を
基
準
と
し
て

さ
き
の

賃
金
表
を
見
直
す
と
、

こ

の

平
均
水
準
を
上
回
っ

て
い

た
の

は
船
大
工

な
ど
の

職
人
や
高
度
の

熟
練
工
だ
け
で
あ
り
、

活
版
植
字
職
や
日

雇
人
夫
な
ど
は
ぎ
り
ぎ
り
の

賃
金
水
準
に

と
ど
ま
っ

て
お
り
、

図
四
－

一

で
み
た

紡
績
男
工

な
ど
は
そ
の

水
準
に

す
ら
達
せ

ず
、

女
工
の

賃
金
と
合
計
し
て

や
っ

と
酒
・

煙
草
な
ど
を
除
い

た
生
計
費
水
準
に
達
す
る
か
し
な
い

か
と

図4－2　職工・職人一日当たりの賃銭（横浜市）

注　『神奈川県統計書』より作成
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い

う
状
態
に

あ
っ

た
の

で

あ
る
。

富
山
県
の

漁
村
に

端
を
発
し
た
米
騒
動
は
、

短
期
間
の

う
ち
に

全
国
三

府
三

〇
余
県
に

飛
大
し
、

米
の

廉
売
哀
願
運
動
、

米
の

所
有
者
・

投
機
業

者
な
ど
へ

の

脅
迫
、

家
屋
の

破
壊
、

デ
モ

な
ど
多
彩
な
形
態
を
と
っ

て

展
開
さ
れ
た
。

こ

れ
に

た
い

し
て
、

警
察
・

軍
隊
の

武
力
が
行
使
さ
れ
、

運

動
は
制
圧
さ
れ
、

検
挙
者
数
は
全
国
で

数
万
人
に

達
し
た
。

神
奈
川
県
で

も
一

九
一

八
年
八
月
に
、

横
浜
・

横
須
賀
市
で

不
穏
な
動
き

が

あ
っ

た

が
、

大
き
な
騒
動
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。

そ
れ
は
、

騒
動
の

波
及
を
察
知
し
た
県
当
局
が
い

ち
早
く
外
米
の

廉
売
を
お
こ

な
い
、

ま
た
富
豪
に

よ
る

多
額
の

寄
付
が
集
ま
り
、

い

ろ
い

ろ
な
対
策
が
比
較
的
タ
イ
ミ
ン

グ
よ
く
実
施
さ
れ
た
こ

と
に

よ
る
と
い

わ
れ
て
い

る
。

こ

う
し
た
騒
動
の

反
面
、

こ

の

時
期
の

工
業
を
中
心
と
し
た
産
業
の

発
展
に
よ
り
、

労
働
者
の

文
化
的
な
生
活
は
確
か
に

豊
か
に

な
っ

た
。

た
と

え
ば
、

電
燈
が
横
浜
を
中
心
と
し
た
各
地
に

広
く
普
及
し
、

ま
た
川
崎
の

工
業
地
帯
で

は
「
女
工

ら
し
い

若
い

女
性
が
派
手
な
衣
裳
を

身
に

つ

け

て
、

活
動
写
真
館
へ

吸
い

こ

ま
れ
て

ゆ
く
。

一

方
羽
織
に

水
色
縮
緬
の

兵
児
帯
を
し
め
中
折
帽
子
に
二

重
廻
し
を
羽
織
っ

た
服
装
は
、

ど
う
み
て

も

若
紳
士
だ
が
、

…
…
こ

れ
が
職
工

成
金
の

連
中
だ

」（
神
奈
川
県
知
事
室
『
神
奈
川
の

近
代
化

』
一

四
六
ペ

ー
ジ

）
と
い

わ
れ
る
よ
う
な
情
景
も
、

大
戦
ブ

ー
ム

期
に

は
み
ら
れ
た
の

で

あ
る
。

川
崎
の

町
に

も
、

工
場
の

煙
の

下
、

料
理
屋
・

待
合
・

寄
席
・

活
動
写
真
館
な
ど
の

歓
楽
街
が
急
速
に

形
成
さ
れ
て
い
っ

た
。

友
愛
会
の

組
織
化
と
大

戦
中
の

賃
上

げ

争
議

一

九
一

〇
（
明
治
四
十
三

）
年
の

大
逆
事
件
以
降
「
冬
の

時
代
」

に

あ
っ

た
労
働
運
動
も
、

大
正
期
に

な
る
と
重
工

業
を
中
心
と

し
た
産
業
の

急
速
な
発
展
と
「
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ

ー

」
と
い

う
雰
囲
気
の

な
か
で

再
び
活
発

化
し
、

わ
が
国
に
お
け
る
本
格
的
な
労
働
運
動
の

抬
頭
の

時
期
と
な
っ

た
の

で

あ
る
。

雪
解

け
を
告
げ
た
の

は
、

前
述
し
た
一

九
一

二

年
八
月
の

鈴
木
文
治
を
中
心
と
す
る
友
愛
会
の

設

表4－30　職工の生活費

（1918年）

注　『神奈川県労働運動史』戦前編よ

り作成。1日当たりの数字は1月
当たりの生活費を30で割った。
酒，煙草，娯楽費を除く。
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立
で

あ
っ

た
。

相
互
扶
助
的
・

修
養
団
体
的
な
性
格
が
強
か
っ

た
友
愛
会
は
、

設
立
当
初
は
労
使
協
調
主
義
的
な
職
業
別
組
合
主
義
を
目
ざ
し
て
い

た
。

一

九
一

三

年
六
月
に

は
、

友
愛
会
の

最
初
の

支
部
で

あ
る
川
崎
支
部
が
、

東
京
電
気
川
崎
工

場
や
日

本
蓄
音
器
商
会
の

工
員
数
十
名
に

よ
っ

て

設
立
さ
れ
た
。

し
か
し
、

友
愛
会
の

声
価
が
一

躍
高
め
ら
れ
た
の

は
、

前
述
の

よ
う
に
日

本
蓄
音
器
商
会
の

争
議
の

仲
裁
に

成
功
し
た
こ

と
で

あ
っ

た
。

も
っ

と
も
翌
一

四
年
に
は
日

本
蓄
音
器
は
従
業
員
の

三

分
の
一

に

も
及
ぶ

人
員
整
理
が
実
施
さ
れ
た
が
、

そ
れ
に

対
し
友
愛
会
川
崎
支
部
は
、

退

職
者
に

対
す
る
同
情
あ
る
告
別
式
を
し
た
だ
け
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

そ
の

後
、

友
愛
会
は
組
織
を
拡
大
さ
せ
、

の

ち
の

日

本
海
員
組
合
に

発
展
し

た
友
愛
会
海
員
支
部
な
ど
も
設
立
さ
れ
、

一

九
一

六
年
に
は
会
員
数
一

万
九
五
五
四
人
を
擁
す
る
ま
で
に

な
り
、

東
京
に

次
ぐ
支
部
と
な
っ

た
。

こ

う
し
た
発
展
と
と
も
に
、

共
済
組
合
的
な
性
格
の

強
か
っ

た
友
愛
会
も
、

、

漸
次
近
代
的
な
労
働
組
合
に

脱
皮
し
て
い
っ

た
の

で

あ
る
。

だ
が
、

大

正
前
期
の

労
働
運
動
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
活
発
で

は
な
か
っ

た
が
、

第
一

次
大
戦
期
に

な
る
と
ロ

シ

ヤ

革
命
や
ド
イ
ツ

革
命
な
ど
の

影
響
、

さ
ら
に

前

述
の

よ
う
な
戦
争
に

よ
る
好
況
と
激
し
い

物
価
騰
貴
な
ど
に

よ
っ

て
、

労
働
運
動
は
活
発
化
し
、

労
働
争
議
も
頻
発
し
た
。

米
騒
動
が
発
生
し
た
一

九
一

八
年
、

労
働
争
議
は
に

わ
か
に

活
発
化
し
、

米
を
は
じ
め
と
し
た
諸
物
価
が
高
騰
し
た
た
め
、

賃
上
げ
を
要
求
す
る
ス

ト
ラ
イ
キ
が
相
次
ぎ
、

一

部
で

は
米
騒
動
に

関
連
し
て

暴
動
化
す
る
ほ
ど
で

あ
っ

た
。

一

九
一

八
年
二

月
に

起
き
た
浦
賀
船
渠
の

同
盟
罷
業
は
、

社
内
の

酒
保
に

対
す
る
不
平
と
賃
金
の

三

割
増
額
を
要
求
し
た
も
の

で

あ
っ

た
が
、

こ

の

争
議
で

注
目
さ
れ
る
の

は
、

労
働
者
側
に

組
長
レ

ベ

ル

の

職
場
管
理
者
が
含
ま
れ
て
い

た
こ

と
と
、

最
終
的
な
調
停
を
警
察
が
お
こ

な
っ

た
こ

と

で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、

同
盟
罷
業
を
お
こ

な
っ

た
の

は
、

職
工
五
三
一

四
名
、

伍
長
六
九
九
名
、

組
長
一

四
九
名
、

常
雇
四
〇
〇
名
で
あ
り
、

職
工

会
社
の

調
停
役
と
し
て

こ

の

組
長
が
活
躍
し
て
お
り
、

こ

の

段
階
で

は
現
場
監
督
者
が
職
場
の

古
参
労
働
者
と
し
て

労
働
者
の

要
求
を
会
社
側
と
交

渉
し
て

い

た
の

で

あ
る
。

し
か
し
、

生
産
過
程
の

管
理
体
制
が
強
ま
る
と
と
も
に
、

徐
々

に
こ

う
し
た
現
場
監
督
者
は
末
端
職
制
と
し
て

の

機
能
を

強
め
て

い

く
の

で

あ
る
。

ま
た
、

交
渉
が
も
つ

れ
た
段
階
で
、

調
停
を
警
察
部
長
に
一

任
し
、

そ
の

後
の

協
議
に
よ
っ

て

争
議
を
解
決
し
て
い

た
の
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で

あ
る
。

ま
た
日

本
人
造
絹
糸
で

は
、

職
工
の

賃
上
げ
と
臨
時
手
当
を
要
求
し
て

同
盟
罷
業
を
お
こ

な
っ

た
が
、

会
社
側
が
ス

ト
参
加
者
の

全
員
解

雇
を
通
告
し
た
た
め
、

「
内
外
に

待
ち
い

た
る
男
女
三

〇
〇
余
名
大
い

に

憤
慨
し
、

工

場
内
に

入
り
機
械
・

器
具
・

製
糸
等
を
手
当
り

次
第
に

毀

損
、

殊
に

女
工
等
の

暴
行
振
り
は
め
ざ
ま
し
き

も
の

あ

り
」（『
新
報
』
一

九
一

八
年
八
月
十
九
日

）
と
あ
る
よ
う
に

暴
動
化
し
て

い

る
。

こ

の

よ

う

に
、

労
働
争
議
の

経
験
の

浅
い

う
え
に

労
働
者
の

組
織
も
労
使
関
係
も
成
熟
し
て
い

な
か
っ

た
た
め
に
、

し
ば
し
ば
争
議
そ
の

も
の

が
暴
動
化
す
る

場
合
が
多
か
っ

た
。

翌
一

九
年
は
、

戦
後
景
気
の

な
か
で

物
価
騰
貴
は
一

段
と
激
化
し
、

実
質
賃
金
は
戦
前
を
下
回
る
よ
う
に

な
っ

た
た
め
、

ロ

シ

ア

革
命
・

米
騒
動

な
ど
の

影
響
も
加
わ
っ

て
、

労
働
運
動
は
激
し
く
盛
り
上
が
っ

た
。

七
月
、

横
浜
船
渠
の

職
工
三

〇
〇
〇
人
が
賃
金
三

割
増
額
を
要
求
し
て
一

割
五

分
増
に

成
功
し
た
の

を
皮
切
り
に
、

横
浜
市
内
外
印
刷
工
二

三

〇
〇
余
名
の

賃
上
げ
要
求
、

横
浜
港
沖
人
足
五

〇
〇
名
の

増
給
二

割
達
成
、

内
田
造

船
所
の

七
月
二

三

〇
〇
名
と
八
月
の
一

三

〇
〇
名
の

再
度
に
わ
た
る
争
議
、

十
月
の

浅
野
造
船
五

〇
〇
〇
名
お
よ
び
日
本
鋼
管
三

〇
〇
〇
余
名
の

八

時
間
制
要
求
争
議
な
ど
が
み
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、

争
議
は
規
模
の

大
小
、

業

種
を
問
わ
ず
、

ビ

ー
ル

工
・

石
工
・

ペ

ン

キ
工
・

郵
便
局
員
・

染
色
工
・

車
力

か
ら
湯
屋
三

助
ま
で
、

広
く
及
ん
で
い

る
。

こ

の

う
ち
、

印
刷
工
・

石
工
・

ペ

ン

キ
工
・

沖
仲
仕
人
夫
な
ど
は
、

争
議
集
団
を
組
織
し
て

交
渉
に

あ

た
り
、

職
工

組
合
の

設
立
準
備
を
整
え
た
と
こ

ろ
も
あ
っ

た
。

こ

れ
ら
の

争
議
の

要
求
は
、

物
価
騰
貴
に

よ
る
大
幅
賃
上
げ
が
多
い

が
、

他
方
で

新

た
に

八
時
間
労
働
制
の

要
求
も
本
格
化
し
た
。

一

九
二

〇
年
に

八
時
間
労
働
制
を
実
施
し
た
工

場
は
、

全
国
で
二
一

九
、

神
奈
川
県
で

は
一

〇
工

場

あ
っ

た
。

ま
た
、

二

〇
年
の

県
下
争
議
件
数
は
四
二

件
、

参
加
人
員
三

〇
六
三

八
名（
う
ち
八
件
は
人
員
不
詳

）、
ス

ト
参
加
者
は
不
明
一

件
を
除
く
一

五
件
で

五
五
九
〇
人
に

も
達
し
て
い

る
。

総
争
議
の

う
ち
成
功
一

〇
件
、

半
成
功
八
件
、

失
敗
四
件
、

ほ
か
不
明
二

〇
件
と
な
っ

て
い

る
。

ま
た
、

県
下
の

組
合
組
織
は
、

一

一

団
体
一

万
三

六
六
五

人
が
組
合
に

組
織
さ
れ
て
い

た
（『
神
奈
川
県
労
働
運
動
史
』
戦
前
編
に
よ
る

）。
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友
愛
会
の

労
働
組
合

化
と
恐
慌
下
の

争
議

こ

う
し
た
労
働
運
動
の

高
揚
の

な
か
で
、

友
愛
会
も
一

九
一

八
年
に

職
業
別
組
織
化
へ

の

思
い

切
っ

た
改
革
を

お

こ

な

い
、

鉄
工
組
合
の

組
織
化
を
お
こ

な
っ

た
。

さ
ら
に
一

九
年
に

は
、

大
日
本
労
働
総
同
盟
友
愛
会
と
改
称
し
、

従
来
の

共

済
組
合
的
性
格
の

強
い

組
織
か
ら
、

近
代
的
な
労
働
組
合
へ

と
脱
皮
し
て
い

く
と
と
も
に
、

徐
々

に

戦
闘
的
な
組
合
主
義
を
確
立
し
て
い
っ

た
。

一

九
年
に

な
る
と
、

戦
後
景
気
は
一

転
し
て

反
動
恐
慌
と
な
っ

て

労
働
者
を
襲
っ

た
。

と
く
に

戦
時
中
急
膨
張
し
た
造
船
業
の

受
け
た
打
撃
は
深
刻
で

あ
り
、

大
量
の

人
員
整
理
が
相
次
い

だ
。

一

九
年
の

横
浜
船
渠
の

九
〇
〇
名
解
雇
を
手
は
じ
め
に
、

二
一

年
の

横
浜
造
船
所
（
二

五
〇
〇
名
解
雇

）、

内
田
造
船
所
の

閉
鎖
に

よ
る
全
員
解
雇
（
一

六
〇
〇
名
）、
浅
野
造
船
所
、

浦
賀
船
渠
も
こ

れ
に

続
い

て

人
員
整
理
を
実
施
し
た
。

こ

う
し
て
、

戦
後

反
動
恐
慌
は
、

労
働
運
動
を
攻
勢
か
ら
防
御
に

転
換
さ
せ
、

要
求
は
賃
下
げ
や
解
雇
の

反
対
と
な
り
、

ス

ト
ラ
イ
キ
件
数
は
減
少
す
る
反
面
、

争
議

は
激
化
な
い

し
長
期
化
し
て
い
っ

た
。

内
田
造
船
所
の

閉
鎖
に
と
も
な
う
争
議
は
、

鈴
木
文
治
の

応
援
も
あ
っ

て

解
決
し
た
が
、

争
議
の

過
程
で

横

浜
造
船
工

組
合
が
結
成
さ
れ
、

の

ち
に

横
浜
船
渠
そ
の

他
の

造
船
工

も
含
め
た
組
織
と
な
り
、

翌
二

二

年
三

月
ま
で

京
浜
の

造
船
関
係
の

争
議
を
指

導
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

ま
た
二

二

年
に

解
雇
手
当
と
退
職
手
当
の

増
額
を
要
求
し
て

起
こ
っ

た
横
浜
船
渠
の

大
争
議
は
、

労
働
者
側
の

敗
北
に

終

わ
り
、

以
後
、

労
働
組
合
は
組
織
的
な
後
退
を
続
け
て

自
然
消
滅
し
て

し
ま
っ

た
。

闘
争
は
当
初
、

御
用
組
合
で

あ
っ

た
造
機
技
工
連
合
会
と
横
浜

造
船
工

組
合
が
合
体
し
て
、

横
浜
造
船
造
機
同
盟
会
を
組
織
し
て

職
工
全
員
が
一

致
し
て

会
社
に

対
抗
し
た
が
、

会
社
側
の

徹
底
し
た
組
合
壊
滅
方

針
と
警
察
の

圧
迫
と
に
よ
っ

て
、

組
合
側
の

完
全
な
敗
北
に

終
わ
っ

た
。

他
方
、

一

九
二

〇
年
に

起
き
た
横
浜
港
沖
仲
仕
争
議
は
、

そ
れ
ま
で
の

前
期
的
な
労
使
関
係
を
崩
壊
さ
せ
、

横
浜
仲
仕
同
盟
会
を
結
成
さ
せ
た
の

で

あ
っ

た
。

そ
れ
ま
で

荷
役
の

仕
事
は
、

船
会
社
－
荷
扱
業
者
－
人
夫
請
負
組
合
と
い

う
系
列
の

も
と
で

お
こ

な
わ
れ
、

港
湾
労
働
者
は
人
夫
供
給

業
者
の

同
業
組
合
で

あ
る
人
夫
請
負
組
合
に

支
配
さ
れ
て
い

た
。

港
湾
労
働
者
は
、

鑑
札
を
持
っ

て
い

る
「
甲
種
人
夫
」
と
そ
れ
を
持
た
な
い

「
乙

種
人
夫
」
か
ら
な
っ

て

い

た
が
、

二

〇
年
三

月
二

十
七
日
か
ら
四
月
五
日

ま
で

の
一

〇
日
間
、

賃
金
引
上
げ
と
待
遇
改
善
を
要
求
し
て
、

甲
種
人
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夫
、

乙
種
人
夫
合
わ
せ
て
一

五
〇
〇
名
が
、

ス

ト
ラ
イ
キ
と
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

に

よ
る
争
議
を
起
こ

し
た
。

四
月
七
日
に
は
横
浜
港
労
働
組
合
が
結
成

さ
れ
、

人
夫
請
負
組
合
は
明
文
化
さ
れ
た
待
遇
条
件
が
打
ち
出
さ
れ
、

争
議
は
労
働
者
側
の

勝
利
で

終
息
し
た
。

そ
の

後
、

人
夫
請
負
組
合
は
、

横

浜
港
労
働
組
合
を
横
浜
港
仲
仕
共
済
会
へ

と
吸
収
し
た
が
、

共
済
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
乙
種
人
夫
は
、

独
自
に

横
浜
仲
仕
同
盟
会
を
結
成
し
た
。

結

成
当
初
の

組
合
員
は
三

五
〇
名
で
、

そ
の

の

ち
も
組
合
員
数
は
あ
ま
り
伸
び
な
か
っ

た
が
、

二

〇
年
五
月
一

日
に
、

全
国
に
先
が
け
て

わ
が
国
初
の

メ
ー
デ
ー
を
挙
行
す
る
と
と
も
に
、

沖
仲
仕
の

休
憩
所
を
設
置
す
る
な
ど
、

そ
の

活
動
は
活
発
で

あ
っ

た
。
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第
二

章
　
貿
易
・

海
運
・

交
通
の

動
向

第
一

節
　
大
戦
前
後
の

生
糸
貿
易

一

　
大
戦
と
横
浜
貿
易
商

大

戦

と

横

浜

貿

易

日

露
戦
争
の

の

ち
、

一

九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
の

世
界
恐
慌
の

影
響
を
う
け
て

戦
後
恐
慌
に

見
舞
わ
れ
た
日

本
経
済
は
、

恐
慌
か

ら
の

立
直
り
が
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ

た
。

一

九
一

一

年
前
後
に
は
、

一

時
、

中
間
景
気
が
出
現
し
た
も
の

の
、

一

三

年
に
は
再

び
景
気
は
後
退
し
て

し
ま
い
、

日
本
経
済
は
、

行
詰
り
と
い

わ
れ
る
よ
う
な
不
況
状
態
を
続
け
て
い

た
。

そ
こ

に
一

九
一

四
年
七
月
に
、

第
一

次
世

界
大
戦
が
勃
発
し
、

日
本
資
本
主
義
は
、

大
き
な
転
換
を
と
げ
る
こ

と
と
な
っ

た
。

大
戦
勃
発
直
後
は
、

先
行
き
の

見
通
し
が
た
た
な
い

た
め
に
、

む
し
ろ
恐
慌
状
態
に

近
い

混
乱
が
生
じ
た
が
、

や
が
て

輸
出
急
増
に
は
じ
ま
る
大
戦
ブ
ー
ム

が
訪
れ
、

重
化
学
工
業
を
は
じ
め
諸
産
業
は
飛
躍
的
な

発
展
を
示
し
た
。

一

九
一

八
年
に

大
戦
は
終
わ
っ

た
が
、

一

時
的
な
反
動
不
況
の

の

ち
に
、

日
本
経
済
は
戦
後
ブ
ー
ム

を
迎
え
、

大
戦
時
に

ま
さ
る

好
況
局
面
が
展
開
し
た
。

し
か
し
、

一

九
二

〇（
大
正
九

）年
に
は
、

世
界
各
国
に
さ
き
が
け
て
、

本
格
的
な
戦
後
反
動
恐
慌
に

見
舞
わ
れ
、

急
膨
張

し
た
日

本
経
済
は
、

激
烈
な
収
縮
期
を
経
験
し
た
の

で

あ
る
。

大
戦
前
後
の

横
浜
貿
易
の

推
移
を
み
る
と
、

図
四
－

三
の

と
お
り
で

あ
る
。

一

九
一

三

年
ま
で
ゆ
る
や
か
に

拡
大
し
て
い

た
輸
出
入
額
は
、

大
戦
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勃
発
の
一

九
一

四
年
に

は
、

か
な
り
大
幅
に

減
少
し
、

翌
一

五

年
に

入
っ

て

も
、

輸
出
は
や
や
回
復
し
た
が
、

輸
入
は
減

少
を
続
け
る
状
態
で

あ
っ

た
。

と
こ

ろ
が
、

一

九
一

六
年
か

ら
、

輸
出
は
急
速
な
拡
大
傾
向
に

入
り
、

輸
入
も
や
や
遅
れ

た
か
た
ち
で

は
あ
る
が
、

同
様
に

急
拡
大
を
示
す
に
い

た
っ

た
。

輸
出
額
は
、

一

九
一

五

年
の

三

億
〇
五

九
五

万
円
か
ら

一

九
年
に

は
一

〇
億
一

九
三
一

万
円
と
約
三
・

三

倍
に

拡
大

し
、

輸
入
額
も
同
じ
期
間
に
一

億
四
〇
三
五

万
円
か
ら
六
億

八
九
四
三

万
円
へ

と
約
四
・

九
倍
に

拡
大
し
た
。

横
浜
輸
出

額
が
一

九
一

三

年
に
三

億
円
に

達
す
る
ま
で
に

は
、

一

八
九

九
年
に
一

億
円
を
こ

え
て

以
来
一

四
年
間
、

一

億
円
に
達
す

る
ま
で
に
は
、

一

八
八
六
年
に
三

〇
〇
〇
万
円
を
こ

え
て

以

来
一

三

年
間
の

時
間
の

経
過
が
必
要
で

あ
っ

た
の

で

あ
る
か

ら
、

わ
ず
か
四
年
間
で

輸
出
が
三
・

三

倍
の

拡
大
を
と
げ
た

こ

と
は
、

横
浜
開
港
直
後
の

初
期
成
長
を
別
と
し
て
、

横
浜

貿
易
に

と
っ

て

未
曾
有
の

出
来
事
で

あ
っ

た
。

輸
入
拡
大

も
、

そ
れ
ま
で
の

輸
入
急
増
期
で

あ
る
日

清
戦
争
を
は
さ
ん

図4－3　横浜の貿易（1911－1922年）

注　『大日本外国貿易年表』の数値。『横浜市史』資料編2　104，131ページによる。
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だ
一

八
九
一

年
か
ら
九
八
年
の

七
年
間
で
三
・

八
倍
、

日
露
戦
争
を
は
さ
ん
だ
一

九
〇
一

年
か
ら
一

九
〇
五

年
の

四
年
間
で
二
・

一

倍
と
い

う
数
値

と
く
ら
べ

て
、

四
年
間
で

四
・

九
倍
は
、

ま
さ
に

驚
く
べ

き
伸
び
率
で

あ
っ

た
。

拡
大
が
急
で

あ
っ

た
だ
け
に
、

そ
の

反
動
も
ま
た
激
し
か
っ

た
。

一

九
二

〇
年
春
か
ら
の

戦
後
恐
慌
の

な
か
で
横
浜
輸
出
は
、

一

九
二
一

年
に

は

六
億
〇
二

九
九
万
円
に

激
減
し
た
。

輸
入
も
戦
後
ブ
ー
ム

期
発
注
分
の

着
港
で
一

九
二

〇
年
に
は
な
お
増
勢
を
示
し
た
も
の

の
、

一

九
二
一

年
に

は

五

億
二

〇
四
〇
万
円
に

激
減
し
た
。

ピ

ー
ク
時
に

対
す
る
減
少
率
は
、

輸
出
が
四
一

㌫
、

輸
入
が
二

七
㌫
に

達
し
て
い

る
。

開
港
直
後
の

変
動
は
別

と
し
て
、

そ
れ
ま
で
の

貿
易
収
縮
例
と
く
ら
べ

る
と
、

輸
出
は
、

一

八
九
〇
年
恐
慌
時
（
一

八
八
九
↓
九
〇
年

）
の

減
少
率
が
二

三

㌫
、

生
糸
不
況
の

一

八
九
六
年
が
対
前
年
二

七
㌫
減
で

あ
り
、

戦
後
恐
慌
の
一

九
二

〇
年
の

対
前
年
二

五
㌫
減
、

一

九
二
一

年
の

対
前
年
二

二

㌫
減
は
、

単
年
減
少
率

で

は
新
記
録
で

は
な
い

が
、

二

年
連
続
の

大
幅
減
少
は
未
曾
有
な
事
例
で

あ
り
、

ピ

ー
ク
か
ら
の

落
込
み
は
、

か
つ

て
な
い

激
し
い

も
の

で

あ
っ

た
。

こ

れ
に

た
い

し
て
、

戦
後
恐
慌
時
の

横
浜
輸
入
の

減
少
率
は
、

一

八
九
〇
年
恐
慌
時
（
一

八
九
〇
↓
九
一

年

）
の

二

九
㌫
や
、

日

露
戦
争
後
の
ピ

ー
ク
時
か
ら
の

減
少
率
三
一

㌫（
一

九
〇
五
年
に

対
す
る
一

九
〇
九
年
の

減
少
率

）、
あ
る
い

は
大
戦
勃
発
直
後
の

減
少
率
四
〇
㌫
（
一

九
一

三

年
に

対
す
る

一

九
一

五
年
の

減
少
率
）
に

く
ら
べ

る
と
、

や
や
低
く
、

輸
入
減
退
の

程
度
は
、

未
経
験
の

も
の

で
は
な
か
っ

た
と
い

え
る
。

全
国
貿
易
の

動
向
は
、

図
四
－

四
の

よ
う
に
、

ほ
ぼ
横
浜
貿
易
と
同
様
の

変
動
を
示
し
て
い

る
。

全
国
貿
易
額
（
輸
出
入
合
計
額

）
に

占
め
る
横
浜

貿
易
額
の

割
合
は
、

一

九
一

一

年
の

四
二

㌫
か
ら
一

五

年
に
は
三

六
㌫
に

ま
で

低
下
し
、

そ
の

後
の

貿
易
急
増
期
に

は
三

七
㌫
前
後
の

水
準
を
保
つ

が
、

一

九
一

九
年
、

二

〇
年
、

二
一

年
と
高
低
が
著
し
い
。

明
治
期
を
通
し
て
の

横
浜
貿
易
の

地
位
の

傾
向
的
な
低
下
は
、

お
も
に

神
戸
・

大
阪
両

港
の

貿
易
額
の

拡
大
に
よ
る
も
の

で

あ
っ

た
が
、

一

九
一

〇
年
代
前
半
の

そ
れ
は
、

と
く
に

大
阪
港
の

伸
長
に

よ
る
も
の

で

あ
っ

た
。

全
国
貿
易
に

占
め
る
大
阪
港
の

割
合
は
、

一

九
一

一

年
の

六
・

六
㌫
か
ら
一

五
年
に
は
一

一

・

六
㌫
に

拡
大
し
て
い

る
（『
日

本
貿
易
精
覧

』）。

横
浜
は
、

神
戸
に

続
い

て

大
阪
に

も
追
い

上
げ
ら
れ
る
か
た
ち
に
な
り
は
じ
め
た
わ
け
で

あ
る
。

ま
た
、

一

九
一

四
年
に

は
、

輸
出
入
合
計
額
で
、

は
じ
め
て
、

横
浜
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は
神
戸
に

抜
か
れ
た
。

一

九
一

六
年
に
は
、

横
浜
が

第
一

位
に

も
ど
る
が
、

そ
の

後
、

一

七
年
、

二

〇
年

と
神
戸
が
第
一

位
に
な
り
、

関
東
大
震
災（
一

九
二

三

年
）
以
降
は
、

完
全
に

第
一

位
港
の

座
を
神
戸
に

譲

る
こ

と
に

な
る
。

日

本
綿
業
が
綿
糸
輸
出
か
ら
綿
布

輸
出
へ

と
高
度
化
し
つ

つ

発
展
す
る
な
か
で

生
じ
た

変
化
で

あ
っ

た
。

な
お
、

一

九
二

〇
年
恐
慌
の

影
響

は
、

全
国
貿
易
額
で
は
、

二

〇
年
に
ほ
と
ん
ど
増
勢

が
止
ま
り
、

二
一

年
に

急
減
す
る
と
い

う
か
た
ち
で

あ
ら
わ
れ
て
い

る
が
、

横
浜
貿
易
は
、

一

九
二

〇
年

か
ら
二
一

年
と
二

年
連
続
の

減
退
の

か
た
ち
に

な
っ

て
い

る
。

こ

れ
は
、

一

九
一

九
年
の

横
浜
輸
出
が
、

生
糸
輸
出
の

急
伸
で

高
水
準
に

達
し
た
と
こ

ろ
に
、

翌
二

〇
年
の

生
糸
輸
出
崩
落
が
生
じ
た

た

め

で

あ

り
、

横
浜
貿
易
の

特
殊
性
を
示
す
も
の

と
い
っ

て
よ

い
。

大
戦
に

と
も
な
う
生
糸
貿
易
の

激
変
は
、

横
浜

貿
易
史
に
、

い

く
つ

か
の

大
き
な
痕
跡
を
残
し
た
。

図4－4　全国貿易と横浜（1911－1921年）

注　『大日本外国貿易年表』の値数。貿易額は輸出額と輸入額の合計。横浜の割合は，全国

貿易額に対する横浜貿易額の百分比。『横浜市史』資料編2　40，60，104，131ページによる。
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帝
国
蚕
糸
株
式
会
社

（
第
一

次
）
の

活
動

第
一

次
大
戦
の

勃
発
は
、

国
際
商
品
で

あ
る
生
糸
の

取
引
に
は
、

悲
観
要
因
と
受
け
と
ら
れ
、

生
糸
相
場
は
暴
落
し
た
。

一

九
一

四
（
大
正
三

）
年
六
月
の

新
糸
市
場
で

は
、

一

〇
〇
斤
一

〇
〇
〇
円
（
信
州
上
一

番
格
）
を
こ

え
る
高
値
で

取
引
が
は

じ
ま
っ

て
い

た
が
、

ド
イ
ツ

と
フ

ラ
ン

ス
・

イ
ギ
リ
ス

の

間
に

戦
端
が
ひ

ら
か
れ
た
八
月
初
め
に
は
、

七
八
〇
円
に

暴
落
し
、

十
月
に
は
七
〇
〇
円

と
い

う
安
値
に

ま
で

い

た
っ

た
。

横
浜
蚕
糸
貿
易
商
同
業
組
合
は
、

八
月
に

各
地
の

製
糸
家
に
通
牒
を
送
っ

て
、

生
糸
市
場
の

前
途
は
不
明
で

あ

り
、

海
上
保
険
料
の

暴
騰
、

外
国
為
替
の

暴
騰
と
取
組
困
難
で
、

輸
出
商
談
は
停
滞
し
て
い

る
の

で
、

夏
秋
蚕
向
け
の

資
金
融
資
を
中
止
す
る
旨
を

告
げ
、

生
糸
生
産
を
縮
減
す
る
よ
う
勧
告
し
た
（『
大
正
三
、

四
年
蚕
糸
業
救
済
の

顛
末
』。

本
項
は
、

特
記
の

ほ
か
は
本
書
に
よ
る

）。

こ

の

よ
う
な
事
態
に
た
い

し
て
、

大
日
本
蚕
糸
会
は
、

八
月
に

製
糸
家
に

文
書
を
発
し
て
、

ア

メ
リ
カ
の

富
力
が
戦
争
に

よ
っ

て

増
大
し
絹
の

需

要
が
激
増
す
る
の

は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で

あ
り
、

欧
州
か
ら
の

輸
入
が
途
絶
す
る
と
、

日
本
生
糸
に

対
す
る
需
要
が
増
加
す
る
の

は
疑
い

な
い

と
こ

ろ
で

あ
る
と
の

見
通
し
を
述
べ
、

一

時
の

混
乱
に

狼
狽
す
る
こ

と
な
く
、

生
産
費
の

節
減
に

努
め
て

難
境
を
切
り
抜
け
、

来
る
べ

き
需
要
勃
興

に

備
え
よ
と
激
励
し
た
。

一

方
、

大
日

本
蚕
糸
会
は
、

政
府
に

適
当
な
処
置
を
要
請
し
、

政
府
当
局
は
と
り
あ
え
ず
、

鉄
道
運
賃
の

低
減
と
「
戦
時

海
上
保
険
補
償
法
」
の

制
定
、

日
本
銀
行
の

特
別
融
通
な
ど
の

措
置
を
講
じ
た
。

日

本
銀
行
は
、

そ
れ
ま
で

お
こ

な
っ

て
い

な
か
っ

た
夏
秋
繭
買
入

資
金
の

供
給
を
開
始
し
、

本
支
店
合
計
で

四
〇
〇
万
円
近
く
ま
で

特
別
融
通
枠
を
ひ
ろ
げ
て
、

製
糸
資
金
の

需
要
に

応
え
た
（
日

本
銀
行
「
戦
時
ニ

於

ケ
ル

日

本
銀
行
ノ

施
設
」、
『
日

本
金
融
史
資
料
』
明
治
大
正
編

第
二
二

巻
所
収
）。

横
浜
蚕
糸
貿
易
商
同
業
組
合
の

呼
び
か
け
で

九
月
に

開
か
れ
た
全
国
製
糸
家
大
会
で

は
、

夜
業
廃
止
と
十
二

月
以
降
の

繰
業
休
止
が
決
議
さ
れ
、

十
月
に
は
、

横
浜
蚕
糸
貿
易
商
有
志
総
会
で
、

最
低
売
却
価
格
を
七
〇
〇
円
（
信
州
上
一

番
格
、

一

〇
〇
斤

）
と
し
、

十
一

月
十
日

以
降
荷
受
け
を
停

止
す
る
こ

と
が
決
議
さ
れ
た
。

こ

の

こ

ろ
か
ら
、

生
糸
相
場
は
や
や
持
ち
直
し
は
じ
め
た
が
、

横
浜
の

滞
荷
生
糸
は
、

十
一

月
末
で

五

万
梱
を
こ

え

て

お
り
、

滞
荷
金
融
対
策
が
緊
要
課
題
と
な
っ

た
。

日
本
銀
行
と
市
中
銀
行
は
、

と
り
あ
え
ず
融
資
回
収
の

延
期
に

応
じ
る
こ

と
と
し
た
が
、

蚕
糸
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関
係
者
は
、

生
糸
担
保
の

特
別
救
済
融
資
の

実
施
を
政
府
・

日
本
銀
行
に

要
請
し
た
。

十
二

月
開
会
の

第
三
五

回
帝
国
議
会
で
は
、

政
友
会
提
案
の

蚕

糸
業
救
済
補
償
法
案
と
政
府
提
案
の

蚕
糸
業
救
済
法
案
と
が
審
議
さ
れ
る
は
こ

び
に

な
っ

た
が
、

二

箇
師
団
増
設
問
題
で

十
二

月
二

十
五
日
に

衆
議

院
が
解
散
と
な
り
、

救
済
立
法
は
流
れ
て

し
ま
っ

た
。

政
府
は
、

緊
急
勅
令
に
よ
る
蚕
糸
業
救
済
措
置
を
は
か
る
べ

く
、

翌
一

九
一

五

年
一

月
に
、

緊
急
勅
令
案
を
枢
密
院
に

回
付
し
た
が
、

枢
密
院
の

同
意
が
得
ら
れ
ず
、

い

た
ず
ら
に

時
が
過
ぎ
て
い
っ

た
。

農
商
務
省
は
、

二

月
末
に

蚕
糸
業
諮
問
会
を
開
催
し
「
時
局
に

対
し
今
後
蚕
糸
業
者
の

執
る
可
き
処
置
如
何
」
な
ど
の

諮
問
審
議
を
求
め
た
が
、

出
席
者
は
、

政
府
の

救
済
政
策
実
行
が
先
決
問
題
で

あ
る
と
政
府
側
に

迫
り
、

諮
問
審
議
に

入
る
こ

と
を
拒
否
す
る
と
い

う
、

異
例
な
事
態
と
な
っ

た
。

同
じ
時
に
、

横
浜
蚕
糸
貿
易
商
同
業
組
合
は
、

緊
急
協
議
会
を
開
い

て
、

政
府
の

救
済
措
置
が
実
行
さ
れ
る
ま
で

は
春
挽
製
糸
を
延
期
す
る
よ

う
製
糸
家
に

勧
告
す
る
こ

と
、

最
低
売
却
価
格
を
七
六
〇
円（
信
州
上
一

番
格
、

一

〇
〇
斤
）
と
す
る
こ

と
な
ど
を
決
定
し
た
。

一

方
、

大
日
本
蚕
糸
会

は
、

救
済
政
策
実
現
の

た
め
の

実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
、

益
田
孝
を
委
員
長
に
、

渋
沢
栄
一

ら
と
連
繋
し
な
が
ら
政
府
に

働
き
か
け
て
い

た
が
、

二

月
二

十
七
日
に
は
、

蚕
糸
救
済
組
合
設
立
案
を
政
府
に

提
案
し
た
。

こ

れ
は
、

政
府
出
資
金
五
〇
〇
万
円
、

民
間
出
資
金
二

〇
〇
万
円
の

組
合
を

設
立
し
て

生
糸
の

買
上
げ
を
お
こ

な
い
、

相
場
の

回
復
を
ま
っ

て

保
有
生
糸
を
売
却
す
る
案
で

あ
っ

た
。

か
つ

て
、

一

八
七
四
（
明
治
七
）
年
に

蚕
種

紙
買
入
所
を
設
け
て

蚕
種
恐
慌
に

対
処
し
た
経
験
（
本
書
第
一

編
第
一

章
第
一

節
四
参
照

）
が
、

甦
っ

た
か
た
ち
の

対
応
策
で

あ
る
。

政
府
は
緊
急
勅
令
に
よ
る
救
済
を
あ
き
ら
め
て
、

行
政
的
手
段
で

対
策
を
講
ず
る
こ

と
と
し
、

三

月
三

日
に

開
か
れ
た
三

回
目
の

全
国
蚕
糸
業
者

大
会
の

解
散
間
際
に
、

官
民
協
同
組
織
の

生
糸
買
入
機
関
設
置
を
発
表
し
た
。

そ
し
て
、

三

月
二

十
日
に

帝
国
蚕
糸
株
式
会
社
の

創
立
総
会
が
開
か

れ
、

救
済
措
置
が
実
行
に

移
さ
れ
た
。

帝
国
蚕
糸
は
、

資
本
金
二

〇
〇
万
円
（
払
込
資
本
金
一

〇
〇
万
円

）
を
、

横
浜
生
糸
売
込
商
に

地
方
製
糸
家
を

ま
じ
え
た
民
間
人
が
全
額
出
資
し
、

政
府
は
五
〇
〇
万
円
を
営
業
資
金
と
し
て

出
金
す
る
か
た
ち
で

設
立
さ
れ
た
。

同
社
に
は
政
府
命
令
書
が
発
せ

ら
れ
、

政
府
の

監
督
下
に
、

生
糸
の

買
入
れ
・

売
却
を
お
こ

な
い
、

会
社
解
散
時
に

損
失
が
生
じ
た
場
合
は
政
府
出
金
で

補
塡
し
、

利
益
が
残
る
場
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合
（
配
当
年
八
分
支
払
い

後
）
に

は
政
府
に

納
付
す
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
た
。

社
長
に
は
原
富
太
郎
、

副
社
長
に

は
茂
木
惣
兵
衛
が
就
任
し
、

相
談
役

に

渋
沢
栄
一

・

益
田
孝
・

小
野
光
景
ら
を
配
し
た
。

帝
国
蚕
糸
は
、

内
規
に

よ
っ

て
、

横
浜
在
荷
生
糸
を
八
〇
〇
円
未
満
（
信
州
上
一

番
格
、

一

〇
〇
斤
）
の

価
格
で

買
い

入
れ
る
こ

と
と
な
っ

た
。

生

糸
買
入
資
金
は
、

払
込
資
本
金
一

〇
〇
万
円
に

政
府
出
金
五

〇
〇
万
円
を
加
え
た
元
資
金
と
、

借
入
金
一

八
〇
〇
万
円
の

合
計
二

四
〇
〇
万
円
で
、

約
二

七
〇
万
斤
、

四
万
八
〇
〇
〇
梱
を
買
収
し
、

約
一

年
間
積
置
（
保
管
）
後
、

適
宜
売
却
す
る
予
定
で

あ
っ

た
。

横
浜
滞
荷
は
二

万
梱
、

春
挽
糸

入
荷
高
は
六
万
梱
と
見
積
ら
れ
て
い

た
か
ら
、

当
面
横
浜
に

集
ま
る
生
糸
の

六
〇
㌫
を
買
い

上
げ
る
計
画
で

あ
る
。

帝
国
蚕
糸
の

設
立
が
ひ
と
つ

の

好
材
料
と
な
っ

て
、

生
糸
市
況
は
、

一

九
一

五
年
四
月
に
は
八
〇
〇
円
以
上
に

回
復
し
た
か
ら
、

し
ば
ら
く
は
帝
国
蚕
糸
の

活
動
す
る
余
地
は
な
か

っ

た
。

四
月
下
旬
に

市
況
が
軟
化
し
た
た
め
、

帝
国
蚕
糸
は
第
一

次
買
収
に

着
手
し
、

横
浜
生
糸
合
名
会
社
と
三

井
物
産
横
浜
支
店
に

買
入
れ
を
委

託
し
、

三
二

九
四
梱
分
約
九
万
斤
を
買
い

入
れ
、

市
況
回
復
を
は
か
っ

た
。

そ
の

後
、

五
月
中
旬
に

再
び
市
況
が
軟
化
し
、

第
二

次
買
収
に

出
動
す

る
必
要
が
生
じ
た
が
、

そ
の

時
に
は
、

帝
国
蚕
糸
の

存
続
問
題
が
起
こ

っ

て
い

た
。

一

九
一

五
年
新
糸
の

登
場
期
を
前
に

し
て
、

帝
国
蚕
糸
の

役
員
は
、

現
在
の

資
金
力
で

は
新
糸
救
済
に

出
動
す
る
の

は
困
難
で

あ
り
、

政
府
出
金

を
さ
ら
に
五
〇
〇
万
円
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

意
見
を
持
っ

て

政
府
と
折
衝
し
た
。

し
か
し
、

政
府
は
追
加
出
金
を
拒
否
し
た
の

で
、

会
社
存

続
か
解
散
か
が
問
題
と
な
っ

た
の

で

あ
る
。

結
局
、

政
府
は
五

月
二

十
一

日
の

閣
議
で

会
社
解
散
を
決
定
し
、

た
だ
ち
に

命
令
書
を
発
し
て
、

会
社

の

現
有
資
金
の

範
囲
で
一

九
一

四
年
度
生
糸
の

買
入
れ
を
お
こ

な
っ

た
う
え
解
散
す
る
よ
う
指
令
し
た
。

帝
国
蚕
糸
は
五
月
二

十
七
日

か
ら
五
日
間
、

第
二

次
買
収
に

出
動
し
、

約
五

九
万
斤
を
委
託
買
い

入
れ
し
、

活
動
を
停
止
し
た
。

二

回
の

買
入
れ

活
動
で
、

五
六
一

万
円
の

資
金
を
つ

い

や
し
て

約
六
八
万
斤
を
買
い

入
れ
た
こ

と
に

な
っ

た
。

帝
国
蚕
糸
の

解
散
決
定
後
、

生
糸
市
況
は
七
三

五

円

（
信
州
上
一

番
格
、

六
月
四
日

）
ま
で

下
落
し
た
が
、

新
糸
は
七
五

〇
円
（
六
月
二

十
三

日

）
を
初
相
場
に
、

次
第
に

回
復
し
、

八
月
下
旬
に

八
〇
〇
円
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台
に

乗
り
、

九
月
に

九
〇
〇
円
、

十
一

月
に
一

〇
〇
〇
円
と
高
騰
す
る
こ

と
に
な
っ

た
。

開
戦
直
後
の

混
迷
期
を
脱
し
て
、

大
戦
ブ
ー
ム

が
訪
れ
た

の

で

あ
る
。

帝
国
蚕
糸
株
式
会
社
は
、

六
月
十
五
日
に

解
散
を
決
議
し
、

清
算
に

入
っ

た
。

そ
し
て
、

翌
一

六
年
春
に

買
入
生
糸
を
売
却
し
、

結

局
、

一

六
九
万
円
の

残
余
利
益
を
国
庫
に

納
付
し
て

清
算
を
完
了
し
た
。

帝
国
蚕
糸
の

存
在
は
、

一

九
一

五

年
春
の

市
況
維
持
に

大
き
な
力
を
持
っ

た
わ
け
で
、

蚕
糸
業
界
が
最
も
苦
し
い

時
期
を
し
の

ぐ
力
と
な
っ

た
と
い

え
よ
う
。

帝
国
蚕
糸
株
式
会
社

（
第
二

次
）
の

活
動

大
戦
ブ
ー
ム

の

な
か
で

生
糸
市
場
は
活
況
を
続
け
、

一

九
一

六
（
大
正
五

）
年
に
は
最
高
一

三
五

〇
円
（
信
州
上
一

番
格
、

一

〇
〇
斤
）、
最
低
一

〇
三

〇
円
、

一

七
年
に

は
最
高
一

七
五
〇
円
、

最
低
一

一

二

五
円
、

一

八
年
に
は
最
高
一

六
五
〇
円
最

低
一

三

〇
〇
円
、

と
生
糸
価
格
は
上
昇
傾
向
を
た
ど
っ

た
。

一

九
一

八
年
十
一

月
の

大
戦
終
結
も
、

一

時
的
な
価
格
下
落
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
、

翌
一

九
年
二

月
以
降
、

生
糸
価
格
は
上
昇
し
、

六
月
に

は
二

〇
〇
〇
円
を
突
破
し
て

な
お
も
熱
狂
的
な
ブ
ー
ム

が
続
き
、

十
二

月
に
は
三

四
三

〇
円

に

達
し
た
。

そ
し
て
一

九
二

〇
年
一

月
に

は
、

つ

い

に

四
三

六
〇
円
と
い

う
空
前
の

高
値
が
出
現
し
た
（『
大
正
九
、

十
年
第
二

次
蚕
糸
業
救
済
の

顛
末
』。

以
下
、

本
項
は
本
書
に

よ
る
）。

し
か
し
、

こ

の

高
値
は
、

投
機
価
格
で

あ
っ

て

実
需
は
と
も
な
っ

て
お
ら
ず
、

す
で

に
、

ア

メ
リ
カ

市
場
に
は
八
万
梱
に

近
い

滞
荷
が
存
在
す
る

状
態
で

あ
っ

た
か
ら
、

投
機
的
糸
価
高
騰
は
限
界
に

達
し
て
い

た
。

二

月
に
は
、

海
底
電
線
の

故
障
を
き
っ

か
け
に

市
況
は
反
落
し
、

そ
の

の

ち
も

乱
高
下
が
激
し
く
、

不
安
定
な
様
相
を
呈
す
る

に

い

た
っ

た
。

三

月
十
五
日
の

株
式
市
場
に
お
け
る
株
価
暴
落
は
、

戦
後
恐
慌
の

発
端
と
な
っ

た

が
、

こ

の

時
に

は
生
糸
市
場
の

混
乱
は
さ
ほ
ど
で
は
な
か
っ

た
。

し
か
し
、

四
月
に

入
っ

て
、

大
阪
の

増
田
ビ

ル

＝

ブ
ロ

ー
カ
ー
銀
行
の

破
綻
か
ら

株
式
市
況
が
再
度
の

暴
落
を
演
ず
る
に

お
よ
ん
で
、

恐
慌
現
象
は
生
糸
市
場
に

も
あ
ら
わ
れ
、

四
月
十
六
日
か
ら
四
日

間
横
浜
生
糸
取
引
所
は
立
会

い

を
停
止
す
る
に

い

た
っ

た
。

四
月
初
め
三

三

六
〇
円
の

現
物
相
場
（
信
州
上
一

番
格
）
は
、

四
月
末
に
二

〇
〇
〇
円
に

下
落
し
た
。

五

月
に

入
っ

て

横
浜
生
糸
取
引
所
は
再
び
五
日

間
立
会
い

を
停
止
し
、

現
物
相
場
は
五
月
三

日
に
一

八
〇
〇
円
と
な
っ

た
。

五

月
二

十
四
日

茂
木
商
店
の

破
綻
に

よ
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っ

て
七
十
四
銀
行
が
休
業
す
る
に
い

た
る
と
、

横
浜
経
済
界
は
大
混
乱
に
お
ち
い

り
、

生
糸
取
引
所
は
三

度
目
の

立
会
い

停
止
を
お
こ

な
い
、

現
物

相
場
は
一

五
〇
〇
円
に

下
落
し
た
。

生
糸
暴
落
に

対
処
し
て
、

横
浜
蚕
糸
貿
易
商
同
業
組
合
は
、

五

月
三

日
の

有
志
会
で
、

一

八
〇
〇
円
以
下
売
止
め
の

協
定
を
決
議
し
た
が
、

効
果

は
な
く
、

六
月
三

日
の

蚕
糸
業
同
業
組
合
中
央
会
の

臨
時
総
会
で

は
、

政
府
が
糸
価
維
持
の

目
的
で

帝
国
蚕
糸
組
合
ま
た
は
新
た
に

設
立
す
る
シ

ン

ジ

ケ
ー
ト
に

補
償
金
を
支
出
す
る
と
い

う
救
済
措
置
を
要
求
す
る
こ

と
が
決
議
さ
れ
た
。

こ

の

こ

ろ
、

糸
価
は
一

三

〇
〇
円
に

ま
で

下
落
し
て

い

た

が
、

政
府
は
、

シ

ン

ジ

ケ
ー
ト
が
民
間
出
資
で

結
成
さ
れ
れ
ば
、

低
利
資
金
を
融
資
す
る
と
の

意
向
を
示
し
た
に

と
ど
ま
り
、

損
失
補
償
は
し
な
い

と
の

姿
勢
を
と
っ

た
。

こ

の

た
め
、

シ

ン

ジ

ケ
ー
ト

結
成
案
は
流
れ
、

市
況
は
さ
ら
に

悪
化
し
て
、

七
月
末
に

は
一

一

〇
〇
円
の

安
値
と
な
っ

た
。

横
浜
蚕
糸
貿
易
商
同
業
組
合
、

蚕
糸
業
同
業
組
合
中
央
会
は
、

と
り
あ
え
ず
生
産
制
限
が
必
要
で

あ
る
と
し
て
、

い

く
つ

か
の

措
置
を
講
じ
た
が
、

実
効
を
あ
げ
る
こ

と
は
で

き
ず
、

横
浜
の

生
糸
滞
荷
は
増
大
す
る
傾
向
を
た
ど
っ

た
。

九
月
に

入
っ

て
、

再
び
シ

ン

ジ

ケ
ー
ト
結
成
案
が
蚕
糸
業
同
業
組
合
中
央
会
を
中
心
に

検
討
さ
れ
、

政
府
も
、

低
利
資
金
五
〇
〇
〇
万
円
の

貸
付
け

と
生
産
制
限
の

厳
重
な
実
行
に

よ
る
蚕
糸
業
救
済
策
を
決
定
し
た
。

そ
こ

で
、

帝
国
蚕
糸
株
式
会
社
（
第
二

次
）
が
設
立
さ
れ
る
こ

と
と
と
な
り
、

九

月
二

十
五
日
に

創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、

資
本
金
一

六
〇
〇
万
円
（
当
初
払
込
資
本
金
四
〇
〇
万
円
）
の

生
糸
買
入
機
関
が
誕
生
し
た
。

政
府
は
、

日

本
興
業
銀
行
と
日
本
勧
業
銀
行
か
ら
五

〇
〇
〇
万
円
を
融
資
さ
せ
る
こ

と
と
し
、

政
府
の

監
督
下
に

活
動
す
る
よ
う
命
令
書
を
発
し
た
。

帝
国
蚕
糸

（
第
二

次
）
は
、

生
糸
価
格
を
一

五

〇
〇
円
見
当
に

維
持
す
る
こ

と
を
目
標
に
、

十
一

月
十
八
日
に

第
一

次
買
入
れ
を
開
始
し
、

三

井
物
産
横
浜
支
店

な
ど
九
輸
出
商
社
に

委
託
し
て
、

六
四
五
二

梱
、

約
三

七
万
斤
を
買
い

入
れ
た
。

買
入
れ
に

際
し
て
は
、

十
一

月
十
日

開
催
の

全
国
蚕
糸
業
者
大
会

の

操
業
短
縮
決
議
（
一

九
二

〇
年
十
一

月
三

十
日
よ
り
二
一

年
三

月
二

十
日
ま
で
全
国
一

斉
操
業
休
止

）
を
厳
守
し
、

違
反
の

場
合
に
は
違
約
金
を
支
払
う
旨

の

契
約
書
を
製
糸
家
か
ら
徴
収
し
た
。

全
国
一

斉
操
業
休
止
と
い

う
か
つ

て
な
か
っ

た
生
産
制
限
措
置
を
前
提
に
、

帝
国
蚕
糸
は
、

糸
価
維
持
に

乗

©神奈川県立公文書館



り
出
し
た
の

で

あ
る
。

こ

れ
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、

横
浜
蚕
糸
貿
易
商
同
業
組
合
も
、

十
一

月
十
七
日
の

総
会
で
、

一

五
〇
〇
円
以
下
売
止
め
を
決

議
し
た
。

帝
国
蚕
糸
（
第
二

次
）
の

活
動
開
始
も
、

た
だ
ち
に

市
況
を
好
転
さ
せ
る
効
果
は
持
た

な

か
っ

た
。

第
一

次
買
入
れ
の

規
模
が
小
さ
か
っ

た
た
め

に
、

市
況
は
、

第
二

次
買
入
れ
待
ち
の

様
相
で

低
迷
し
た
の

で

あ
る
。

帝
国
蚕
糸
の

側
で

は
、

当
初
の

期
待
に

反
し
て
、

興
銀
・

勧
銀
の

融
資
が
、

担
保
生
糸
の

八
掛
に

と
ど
ま
り
、

利
率
も
年
五
・

六
㌫
と
高
か
っ

た
の

で
、

買
入
資
金
量
が
十
分
で

な
く
、

活
動
に

限
界
が
あ
っ

た
。

そ
こ

で
、

恐

慌
下
の

困
難
な
状
況
で
は
あ
っ

た
が
、

株
主
の

追
加
払
込
み
に

よ
る
自
己
資
金
の

拡
大
を
は
か
り
な
が
ら
、

十
二

月
四
日

か
ら
第
二

次
買
入
れ
、

十

二

月
三

十
一

日
か
ら
第
三

次
買
入
れ
を
実
施
し
た
。

三

次
に

わ
た
る
買
入
れ
で
、

二

六
一

六
万
円
が
投
入
さ
れ
て
、

二

万
八
九
七
四
梱
、

約
一

六
九

万
斤
が
市
場
か
ら
吸
収
さ
れ
た
。

一

九
二
一

年
に

入
る
と
、

ア

メ
リ
カ

生
糸
市
場
に
や
や
回
復
の

気
配
が
み
え
は
じ
め
、

輸
出
商
談
も
再
開
さ
れ
た
が
、

な
お
市
況
は
低
迷
を
続
け

た
。

操
業
休
止
の

解
除
を
目
前
に

し
た
一

月
二

十
四
日
の

蚕
糸
業
同
業
組
合
中
央
会
総
会
は
、

帝
国
蚕
糸
へ

助
成
金
三

〇
〇
〇
万
円
を
交
付
す
る
こ

と
を
政
府
に

要
請
す
る
決
議
を
お
こ

な
っ

て
、

陳
情
活
動
を
活
発
に

展
開
し
た
。

そ
こ

で

は
、

操
業
開
始
後
の

生
糸
在
荷
を
二
一

・

五
万
梱
と
見
積

り
、

う
ち
八
万
梱
が
輸
出
、

四
万
梱
が
内
需
に

さ
ば
け
る
と
し
て
、

九
・

五
万
梱
が
滞
荷
に

な
る
が
、

帝
国
蚕
糸
の

現
状
で

は
、

そ
の

う
ち
一

万
梱

の

買
入
れ
が
限
度
で

あ
り
、

八
・

五

万
梱
が
処
理
困
難
に

な
る
と
の

見
通
し
が
た
て
ら
れ
、

政
府
の

助
成
金
で

七
万
梱
を
買
収
す
る
計
画
の

実
行
が

要
請
さ
れ
て

い

た
。

政
府
も
、

な
が
び
く
不
況
に

対
し
て

措
置
を
講
ず
る
必
要
を
感
じ
て
い

た
た
め
に
、

三

月
四
日
に

蚕
糸
業
救
済
貸
付
金
補
償
案

を
議
会
に

提
出
し
た
。

そ
れ
は
、

興
銀
・

勧
銀
の

帝
国
蚕
糸
へ

の

貸
付
け
に
つ

い

て
、

三

〇
〇
〇
万
円
を
限
度
に

政
府
が
損
失
補
償
す
る
と
い

う
案

で

あ
っ

た
。

こ

の

案
は
、

三

月
二

十
五
日
に

議
会
を
通
過
し
、

帝
国
蚕
糸
は
、

買
入
資
金
量
を
拡
大
す
る
こ

と
が
で

き
た
。

四
月
九
日
か
ら
、

帝
国
蚕
糸
の

第
二

期
の

買
入
れ
が
開
始
さ
れ
、

五

月
十
八
日

ま
で

で
、

四
万
三

六
八
六
梱
、

約
二

五
五

万
斤
が
、

三

八
八
二

万
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円
を
投
入
し
て

買
い

上
げ
ら
れ
た
。

五

月
末
の

横
浜
市
中
生
糸
在
荷
は
三

万
五

〇
〇
〇
梱
程
度
と
な
り
、

一

九
二

〇
年
産
生
糸
に
つ

い

て
は
、

帝
国

蚕
糸
の

活
動
に
よ
っ

て
、

ほ
ぼ
市
況
は
安
定
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

一

九
二
一

年
新
糸
市
況
は
、

は
じ
め
は
低
迷
し
て
い

た
が
、

九
月
以
降
着
実
に

回
復
に

向
か
い
、

十
二

月
に

は
、

二

〇
二

〇
円
の

高
値
で

取
引
が
お
こ

な
わ
れ
る
ほ

ど
の

活
況
を
呈
す
る
に

い

た
っ

た
。

帝
国
蚕
糸
は
、

十
二

月
か

ら
保
有
生
糸
の

売
却
を
開
始
し
、

翌
二

二

年
九
月
ま
で
一

一

回
に

わ
た
っ

て

入
札
を
お
こ

な
っ

て

保
有
分
を
完
全
に

売
却
し
た
。

そ
し
て
、

十
二

月

一

日
に

帝
国
蚕
糸
（
第
二

次
）
は
株
主
総
会
で

解
散
を
決
定
、

純
益
金
八
七
三

万
円
を
生
糸
検
査
所
拡
張
費
・

絹
業
倉
庫
設
置
費
と
し
て

政
府
に

寄
付

す
る
な
ど
の

仕
方
で

処
分
し
て
、

清
算
を
完
了
し
た
の

で

あ
る
。

帝
国
蚕
糸
株
式
会
社
の

活
動
は
、

大
戦
開
始
期
と
大
戦
後
の

二

回
に

わ
た
っ

て
、

生
糸
市
場
を
安
定
さ
せ
る
効
果
を
発
揮
し
な
が
ら
、

成
功
裡
に

終
わ
っ

た
と
い

え
る
。

横

浜

貿

易

商

の

浮

沈

生
糸
を
軸
と
し
な
が
ら
、

大
戦
前
後
の

横
浜
貿
易
が
大
き
く
変
動
す
る
な
か
で
、

横
浜
貿
易
商
の

浮
沈
も
ま
た
激
し
か
っ

た
。

大

戦
ブ
ー
ム

の

な
か
で
は
、

投
機
的
取
引
に
よ
っ

て

巨
利
を
得
た
商
人
た
ち
が
、

糸
成
金
・

船
成
金
・

鉄
成
金
・

株
成
金
な
ど
と
呼

ば
れ
て
、

豪
奢
な
生
活
を
競
う
情
景
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

横
浜
貿
易
商
の

な
か
に

も
、

投
機
的
取
引
に

参
加
す
る
者
が
あ
ら
わ
れ
た
し
、

ブ
ー

ム

の

な
か
で
、

事
業
の

飛
躍
的
な
拡
張
を
は
か
ろ
う
と
す
る
企
業
も
多
か
っ

た
。

幕
末
期
以
来
の

生
糸
売
込
商
茂
木
合
名
会
社
は
、

若
い

三

代
目
惣
兵
衛
の

采
配
の

も
と
に
、

大
戦
期
に

事
業
を
拡
張
し
、

一

九
一

八
（
大
正
七

）
年

に

は
、

生
糸
売
込
部
・

生
糸
輸
出
部
・

絹
物
部
・

綿
糸
布
部
・

機
械
部
・

金
物
部
・

羊
毛
皮
革
部
・

油
肥
工
業
部
・

雑
貨
部
の

九
部
か
ら
な
る
総
合

貿
易
商
社
に

変
容
し
た
（『
横
浜
市
史
』
第
五
巻
上

）。

茂
木
合
名
の

生
糸
売
込
高
は
、

明
治
末
期
か
ら
、

原
合
名
と
一

、

二

位
を
競
い

あ
っ

て
い

た
が
、

大
戦
ブ
ー
ム

期
に

は
、

原
を
お
さ
え
て

第
一

位
を
続
け
て
い

た
。

茂
木
は
羽
二

重
の

直
輸
出
で

も
最
大
手
で

あ
り
、

外
国
商
社
や
三

井
物
産
を
し
の

ぐ
取
扱
量
を
誇
っ

て

い

た
。

絹
業
関
係
品
以
外
で

も
、

綿
糸
布
・

綿
花
の

取
扱
い

は
上
海
支
店
・

大
阪
支
店
で

活
発
に

お
こ

な
わ
れ
、

投
機
的
取
引

の

仕
手
と
し
て

も
マ

ー
ク
さ
れ
て

い

た
。

茂
木
の

拡
張
は
、

茂
木
銀
行
・

横
浜
七
十
四
銀
行
を
機
関
銀
行
と
す
る
資
金
調
達
で

支
え
ら
れ
、

一

九
一
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八
年
に
は
両
行
の

合
併
に
よ
っ

て

七
十
四
銀
行
が
誕
生
し
、

い
っ

そ

う
緊
密
な
資
金
供
給
体
制
が
つ

く
ら
れ
た
。

砂
糖
・

石
油
等
の

引
取
商
の

第
一

人
者
で

あ
っ

た
増
田
商
店
も
、

大
戦
期
の

事
業
拡
張
が
著
し
か
っ

た
。

大
戦
中
に

増
田
合
名
会
社
を

統
轄
本
部
と
し
て
、

増
田
貿
易
が
外
国
貿
易
、

増
田
商
店
が
内
国
商

業
を
担
当
す
る
体
制
が

つ

く

ら

れ
、

砂
糖
・

穀
類
・

石
油
を
は
じ

め
、

肥
料
・

パ

ル

プ
・

鉄
鋼
・

金
属
・

羊
毛
・

綿
花
・

薬
品
・

ゴ

ム

・

木
材
な
ど
多
く
の

商
品
を
取
り
扱
う
総
合
商
社
と
し
て

活
発
な
取

引
を
お
こ

な
う
に
い

た
っ

た
。

同
じ
く
、

砂
糖
・

石
油
引
取
商
の

大

手
で

あ
っ

た
安
部
商
店
も
、

大
戦
中
に

個
人
企
業
か
ら
株
式
会
社
に

改
組
し
、

海
外
支
店
を
増
設
し
て
、

砂
糖
・

穀
類
・

石
油
・

肥
料
・

綿
糸
・

綿
花
・

マ

ッ

チ
な
ど
の

国
内
外
取
引
を
活
発
に

展

開

し

た
。

こ

の

ほ

か
、

横
浜
の

生
糸
直
輸
出
商
社
の

草
分
け
的
存
在
で
あ
る
横
浜
生
糸
合
名
会
社
の

後
身
、

横
浜
生
糸
株
式
会
社
も
、

大
戦
中
に
、

綿
花
・

綿
糸
布
の

貿
易
に

手
を
ひ
ろ
げ
た
。

こ

の

よ
う
に
、

大
戦
ブ
ー
ム

は
、

横
浜
貿
易
商
の

営
業
の

姿
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
の

で

あ
る
。

一

九
二

〇
年
の

戦
後
恐
慌
の

勃
発
は
、

横
浜
経
済
に

大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
が
、

な
か
で

も
、

ブ
ー
ム

の

な
か
で

不
健
全
な
事
業
膨
張
を
は
か
っ

た
企
業
や
、

投
機
思
惑
に

深
入
り
し
て

い

た
企
業
は
、

致
命
的
な
痛
手
を
こ

う
む
っ

た
。

一

九
二

〇
年
五

月
二

十
四
日

に

は
、

七
十
四
銀
行
と
そ
の

関
係
銀
行
で

あ
る
横
浜
貯
蓄
銀
行
が
休
業
し
、

同
時
に

茂
木
合
名
も
休
業
し
た
。

七
十
四
銀
行
は
、

貸
出
金
の

五

〇
㌫
近
く
を
占
め
て

い

た
茂
木
合

名
へ

の

貸
出
し
分
に
つ

い

て
、

茂
木
合
名
の

資
金
繰
り
悪
化
の

た
め
に

回
収
見
通
し
が
立
た
な
く
な
り
、

日

本
銀
行
か
ら
の

借
入
金
で

か
ろ
う
じ
て

横浜生糸合名会社 『横浜商業会議所月報』より
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や
り
繰
り
し
て

い

た
。

そ
こ

に
、

茂
木
の

危
機
を
察
し
た
大
口

預
金
者
の

預
金
引
出
し
が
あ
り
、

つ

い

に

本
支
店
一

斉
に
三

週
間
の

臨
時
休
業
を
発

表
す
る

事
態
に

た
ち
い

た
っ

た
の

で

あ
る
。

事
業
を
無
理
に

拡
張
さ
せ
、

商
品
投
機
に

手
を
染
め
て
い

た
茂
木
合
名
は
、

恐
慌
の

渦
中
で
つ

い

に

破

綻
し
た
。

茂
木
合
名
は
、

生
糸
売
込
商
の

最
大
手
と
し
て
、

と
く
に

信
州
諏
訪
地
方
の

製
糸
家
と
の

取
引
が
大
き
か
っ

た
か
ら
、

そ
の

破
綻
は
、

蚕

糸
業
へ

も
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ

と
に

な
っ

た
。

一

九
二

〇
年
九
月
に

は
、

増
田
貿
易
株
式
会
社
も
破
綻
し
て

整
理

に

入

り
、

続
い

て

十
月
に
は
株
式
会
社
安
部
商
店
も
休
業
し
、

整
理
に

入
っ

た
。

そ
の

ほ
か
、

休
業
に
は
い

た
ら
な
か
っ

た
が
、

大
き
な
損
失
を
か
か
え
る
に
い

た
っ

た
企
業
は
多
く
、

横
浜
生
糸
株
式
会
社
も
、

横
浜
正
金
銀

行
の

救
済
を
受
け
て

か
ろ
う
じ
て

破
綻
を
ま
ぬ
が
れ
る
状
態
で

あ
っ

た
。

明
治
以
来
の

大
手
貿
易
商
の

い

く
つ

か
が
、

戦
後
恐
慌
の

荒
浪
の

な
か
で

姿
を
消
し
た
の

で

あ
る
。

二

　
大
戦
前
後
の

輸
出
入
動
向

輸
出
品
の

構
成

一

九
一

二（
明
治
四
十
五
・

大
正
元
）年
か
ら
一

九
二

〇
（
大
正
九
）
年
ま
で
の

期
間
の

横
浜
か
ら
の

輸
出
の

主
要
品
別
構
成
を
み
る

と
、

表
四
－

三
一

の

と
お
り
で

あ
る
。

生
糸
・

絹
織
物
が
、

一

位
、

二

位
を
占
め
る
構
成
は
、

こ
の

時
期
も
変
わ
っ

て
い

な
い
。

た
だ
し
、

一

九
一

五

年
以
降
の

生
糸
の

構
成
比
は
、

一

九
年
を
除
く
と
四
五

－
五
二

㌫
で
、

明
治
後
半
期
の

生
糸
構
成
比
が
お
お
む
ね
五
五

㌫
以
上
で

あ
る
こ

と
か
ら
く
ら
べ

る
と
、

相
対
的
に

生
糸
の

比

重
は
低
下
し
て

い

る
。

大
戦
期
の

特
殊
な
海
外
需
要
の

変
化
が
、

生
糸
以
外
の

商
品
輸
出
を
促
進
し
た
結
果
で

あ
り
、

横
浜
輸
出
の

多
様
化
の

あ
ら

わ
れ
と
い

え
る
。

絹
織
物
の

構
成
比
は
、

日

露
戦
争
前
後
の

時
期
を
ピ

ー
ク
に

減
少
気
味
で

あ
っ

た
が
、

大
戦
終
了
後
の

時
期
に

は
、

再
び
増
加
傾
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向
を
示
し
て
い

る
。

綿
糸
と
綿
織
物
の

構
成
比
は
、

明
治
期
に

く
ら
べ

る
と
増
大
し
て
い

る
が
、

両
者
合
計
し
て

も
、

一

九

一

八
年
の

三
・

四
㌫
が
最
高
で

あ
り
、

横
浜
貿
易
に

お
け
る
比
重
は
低
い
。

そ
の

な
か
で

は
、

綿
織
物
の

比
重
が
高
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
、

日

本
綿
業
輸
出

の

構
成
高
度
化
が
、

横
浜
の

場
合
に

も
あ
ら
わ
れ
て

い

る
。

横
浜
の

綿
織
物
輸
出
は
、

そ
の

中
心
が
綿
縮
で

あ
り
、

全
国
の

綿
織
物
輸
出
が
金
巾
や

綾
木
綿
を
中

心
と
し
て
い

る
の

と
く
ら
べ

て

特
徴
的
で

あ
る
。

横
浜
の

代
表
的
輸
出
品
の

ひ

と
つ

で

あ
っ

た
製
茶

は
、

こ

の

時
期
に

は
ま
す
ま
す
そ
の

比
重
を
低
下
さ

せ
、

輸
出
価
額
も
、

一

九
二

〇
年
に

は
一

六
〇
万
円

と
、

一

九
一

二

年
の

半
額
に

減
少
し
て

し
ま
っ

た
。

ま
た
、

製
茶
と
な
ら
ん
で

横
浜
貿
易
を
代
表
し
て

い

た
銅
の

輸
出
は
、

大
戦
に
よ
る
軍
需
の

急
増
と
と
も

に

活
況
を
呈
し
、

一

九
一

五

年
か
ら
一

七
年
ま
で

の

表4－31　横浜主要輸出品（1912－1920年）

注　『大日本外国貿易年表』の数値。総額は1，000円位で4捨5入。「その他」は表出数値の残

差として計算した。『横浜市史』資料編2　78－80，85，87，88，90，93，95－99，101，104

ページによる。
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